
指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和３年度事業分）

出資
法人

○ ～ 3年

○ ～ 5年

～ 5年

～ 4年

備　　　　　考
（改築工事等の状況、
一括管理施設　等）

設 置 目 的
　青少年その他の県民に自然に親しむ環境を提供することにより、健康の
増進及び豊かな情操のかん養を図るため設置する。

主 な 業 務 の 内 容

(1)キャンプ場利用の承認に関する業務
(2)施設等の維持保全に関する業務
(3)森林に関する知識の普及のための催しの実施に関する業務
(4)鳥獣に関する知識の普及のための催しの実施
　 及び鳥獣の保護に関する業務
(5)自然に関する知識の習得に資するレクリエーション
 　及び野外活動の機会の提供に関する業務

主 な 施 設 内 容
（ 定 員 等 ）

○面積：2,500ha
○施設の内容
・健康の森：サービスセンター352㎡、森林学習展示館88㎡、
　展望休憩室15㎡、　キャンプ場ログキャビン3棟、癒しの小径10.9km等
・樹木見本園：休憩舎34㎡等
・幹線遊歩道：遊歩道23.6km、展望休憩舎4棟等
・鳥獣センター：管理棟369㎡、展示館210㎡等

２　施設の概要

所 在 地 甲府市山宮町片山3371　外

設 置 年 月 日 昭和54年3月14日

設 置 根 拠
（ 法 律 、 条 例 等 ）

山梨県立武田の杜保健休養林設置及び管理条例

山梨県造園建設業協同組合 H26.4.1 H31.3.31 207,542,000

山梨県造園建設業協同組合 H31.4.1 R5.3.31 169,816,555

財団法人 山梨県林業公社 H18.4.1 H21.3.31 130,720,000

公益財団法人 山梨県林業公社
(H25.6.30まで財団法人)

H21.4.1 H26.3.31 217,278,000

１　指定管理者の推移

導入年度 平成１８年度

指定管理者名 指定期間
委託料総額
（単位：円）

施 設 名 山梨県立武田の杜保健休養林

所 管 課 林政部　県有林課

指定管理者 山梨県造園建設業協同組合
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和３年度事業分）

３　指定管理業務に係る収支状況
（単位：円）

５　運営目標の達成状況（令和３年度）

６　施設所管課による総合的な評価及び指導事項（令和３年度）

７　施設所管課の指導事項に対する指定管理者の対応状況（令和３年度）

　令和３年度　利用者数　目標値　101,600人　→　実績値　55,813人
　目標値に対し54.9%の利用状況であった。利用者減少の要因は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う県
からの感染防止の協力要請により35日間の臨時休館が行われるとともに、感染拡大を懸念して外出を控え
るといった社会情勢が大きく影響したものと考えられる。
　また、利用者満足度は、「満足」又は「どちらかといえば満足」の合計が昨年度と同等の96.0％と目標の
95％を超えており、安定的に利用者がら好評を得ることができた。

　新型コロナウイルス感染症拡大による施設休館の影響や外出自粛や各種イベントの中止等が社会的に
求められた事により、利用者数は目標値を下回る結果となったが、介護施設や幼稚園などの団体利用の継
続的な受け入れや、リピーターを中心とした利用者確保に努めたこともあり、利用者数は増加に転じた。
　こうした状況下にあって、運営においては遊歩道やキャンプ施設等の修繕や、眺望や公園利用者の安全
確保のための森林整備のほか、利用者のニーズに沿った環境整備を実施するなど、施設管理者としての
責務を果たしている。また、利用者の満足度は良好であり、指定管理業務は適正に行われたと評価できる。
　新型コロナウイルスの感染状況に応じて、イベントの中止や規模の検討など、利用者の感染予防に配慮
した施設運営に取り組むとともに、グリーン・ゾーン認証を取得するよう指導した。
　また令和３年度の定期評価に関して、森林公園の有料施設の利用促進についての目標は概ね達成し、
森林セラピーを含む通年の自然体験プログラムの提供及び鳥獣センターにおけるボランティアとの協働に
ついては、実績が目標を上回る結果となった。

　新型コロナウイルス感染症防止対策として、換気・消毒、マスク着用・手指消毒・間隔の確保の注意喚起
等、利用者に配慮した日常的な取り組みを実施するとともに、県からの協力要請に応じて施設の休館等の
設置を行ったほか、グリーン・ゾーン認証も取得した。

利用者数

利 用 者
満 足 度

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

「満足」又は「どちらかとい

えば満足」の合計

　◎：80%以上
　○：60%以上80%未満
　△：60%未満

利 用 実 績 100,612人 96,997人 93,927人 49,144人 55,813人

４　利用状況、利用者満足度の状況

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備考

収支差額 614,273 △ 559,974 227,344 289,186 577,816

支出合計 42,393,830 43,680,501 43,492,925 44,372,094 42,196,587

収入合計 43,008,103 43,120,527 43,720,269 44,661,280 42,774,403

　　　　　年度
項目

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備考
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

山梨県立武田の杜保健休養林

林政部　県有林課

山梨県造園建設業協同組合

１　利用状況 （単位：人、％）

２　類似施設・近隣施設

３　補修工事等の状況（令和３年度） （単位：円）

県

県

管

管

管

４　自動販売機設置状況等（令和３年度） （単位：円）

売上額の19％3 随意契約 51,823

炭焼窯修理 343,000

森林学習展示館コンピュータークイズ「神々の森」修理 外　19件 1,780,174

修繕等の負担区分（基本協定書）： １件２０万円未満の修繕等は指定管理者が実施
＊ただし、上記にかかわらず、県の承認により、指定管理者が修繕等を実施することができる。

台数 選定方法 収入割合 収入額 仕入（支出）額

キャンプ場施設修繕 2,486,000

遊歩道修繕外１件 3,487,000

キャンプ場施設木製階段修繕 387,750

157人/日 179人/日

稼働率等（利用率）
の 算 定 方 法

利用者人数／営業日数

名 称 ・ 施 設
内 容 等

山梨県森林公園金川の森（どんぐりの森、スポーツの森、かぶとむしの森等）

目標値の設定方法 前年度目標値×1.01
事業実施計画書

（前年度目標値×1.01）

利
用
率

稼働率等（利用率） 317人/日 306人/日 297人/日

実績／目標割合 111.9% 106.8% 93.4% 48.9% 54.9%

目 標 値 89,932 90,831 100,600 100,600 101,600

利 用 者 数 合 計 100,612 96,997 93,927 49,144 55,813

55,813

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

利
用
者
数

利用者数 100,612 96,997 93,927 49,144

施 設 名

所 管 課

指定管理者

平成29年度
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

５　指定管理業務に係る収支状況 （単位：円）

A 収入額計

人件費
修繕費
光熱水費
主催事業費
消耗品費
印刷製本費
租税公課費
原材料費
手数料
保険料
通信運搬費
燃料費
その他

外部委託費

＊指定管理者委託料÷利用者数（単位：円）

（参考）自主事業に係る収支状況

収 支 差 額 （ C - D ） △ 635,502 △ 503,180 △ 489,211 0 △ 6,792
D 支出額計 690,492 551,255 555,341 0 506,792
C 収入額計 54,990 48,075 66,130 0 500,000

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

一人当たり指定管理者委託料＊ 412.6 427.9 451.0 864.8 756.5

収 支 差 額 （ Ａ - Ｂ ） 614,273 △ 559,974 227,344 289,186 577,816

県への納付金
外部委託比率 13.5% 13.4% 12.6% 22.1% 21.2%

その他（浄化槽管理費等） 1,486,848 2,277,753 3,144,822 5,063,797 4,570,497
遊歩道等管理業務 3,327,162 2,601,832 1,564,768 3,937,120 3,603,490
清掃業務 888,375 969,732 776,035 818,510 766,700

5,702,385 5,849,317 5,485,625 9,819,427 8,940,687

336,900 419,939 313,519 196,491 358,611
3,184,022 3,094,362 3,420,405 5,084,595 3,066,288

426,363 456,415 454,914 466,751 499,682
553,454 543,092 550,354 552,705 570,082

1,018,771 1,029,580 979,642 697,272 680,030
99,720 172,004 352,487 131,436 215,516

334,700 319,004 280,842 512,550 232,500
20,608 102,907 82,906 110,310 78,612

765,784 838,902 840,524 469,922 735,366
806,565 1,196,378 1,436,846 2,091,219 1,324,047

2,510,924
2,810,755 3,162,159 3,259,697 2,361,280 2,240,526

42,196,587
25,962,554 25,963,291 25,424,070 20,804,501 20,743,716

支
　
出

Ｂ 支出額計 42,393,830 43,680,501 43,492,925 44,372,094

371,249 533,151 611,094 1,073,635

その他（誘客促進事業） 1,624,300
その他（事業収入） 611,518 621,045 463,680 404,770 237,890
自動販売機収入 60,945 63,362 51,999 44,645 51,823

88,010 263,690
指定管理委託料 41,508,000 41,508,000 42,360,000 42,499,555 42,221,000

収
　
入

43,008,103 43,120,527 43,720,269 44,661,280 42,774,403
施設利用料 827,640 928,120 844,590

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

６　利用者満足度

利用者の意見
への対応

【施設・設備】
１　伐採処理を実施。
２　甲府市の管理する歩道上の施設であったため、市に対応を依頼。
３　巣を駆除するとともに、念のため周辺に立ち入り禁止のロープを設置。
４　巣を駆除。

施設全般の満足度 90.0% 6.0% 3.0% 1.0%

利用者の
主な意見

【施設・設備】
１　西の平北側に倒れる恐れのある木を処理してもらいたい。
２　白山四阿のベンチ下のコンクリートが浮いている。
３　展望所付近の木にスズメバチの巣があるので駆除してほしい。
４　恵運院に設置している武田の杜案内板や片山林道脇、癒しの小径にスズメバ
チ等の巣があるので駆除してほしい。

⑤申し込み方法 77.3% 21.0% 1.7%

⑥利用料金 72.5% 25.4% 2.1%

③スタッフの対応 87.5% 12.5%

④プログラムの内容 79.9% 18.6% 1.0% 0.5%

①整備・施設状況 77.8% 20.2% 1.7% 0.3%

②開園日、開園時間 79.5% 18.8% 1.7%

実施方法等
実施時期：令和3年4月～令和4年3月
実施方法：来園者へのアンケート
回答数：386人

満足
どちらかといえば

満足
どちらかといえば

不満
不満
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

７　評価結果

項目

利用者
満足度

　利用者が森で安心して快適に楽しく過
ごせるよう管理運営に努めた結果、アン
ケートでは、スタッフの対応、施設の整備
状況、主催事業の内容等すべての項目
で高い評価をいただいている。今後も高
い評価を得られるよう努めていきたい。

　「満足・どちらかといえば満足」の比率が
96％と非常に高く、昨年度に引き続き利用者
サービスに努めた結果が現れた。
　特に、スタッフ対応への満足度の向上は顕
著で、昨年度の62.8％から87.5％へと大幅に
改善された。
　今後とも感染症対策への配慮を怠らず、利
用者のニーズに配慮した運営に取り組むこ
と。

収支状況

　新型コロナウイルス感染症拡大防止対
策として一時閉園したり、キャンプ場、デ
イキャンプ場の利用制限を実施したこと
などにより、事業収入等は目標額には達
しなかった。一方、人件費など管理経費
の支出を抑制したことで、収支の改善が
図れた。

　収支はプラスとなった。
　引き続き、主催事業への参加者増加の取り
組みを推進するとともに、消耗品費等支出の
節減など、収支改善に努めること。

自主事業

　新型コロナウイルス感染症拡大防止対
策により多くの事業が中止となったが、親
子みどりの集いなど実施できた事業は、
参加者等から高い評価を得た。

　コロナ禍にあって計画していたイベントの多
くが中止となった。
　新型コロナ感染拡大の動向を注視しつつ、
利用者のニーズにあった自主事業となるよう、
内容や実施方法を適宜見直すこと。

運営業務

　新型コロナウイルス感染症拡大防止対
策として、施設の一時閉鎖などを行った
関係で、主催事業等の一部中止等、施
設運営上苦慮することが多かったが、来
園者の関心を引くような展示として武田
の杜に生息・生育する動植物などについ
て日々の見所などを写真で掲示するよう
工夫するなど、利用者の満足度を高めら
れるよう快適なサービスの提供に努め
た。

　コロナ禍という計画的な自然体験プログラム
の実施が困難な中、利用者の快適性の向上
や、満足度を高める取り組みを工夫しながら
実施することで、利用者から高い評価を得て
いることから、引き続きこうした取り組みを推進
すること。

利用状況

　介護施設や幼稚園などの団体利用を
受け入れたり、新たな自主事業を行うな
ど、リピーターを中心に利用者の確保を
図った。
　また、新型コロナウイルス感染症拡大対
策のため、サービスセンター、鳥獣セン
ターなどを一時閉園した一方、フィジカ
ル・ディスタンスが確保できる野外への需
要の高まったこともあり、目標人数には達
しなかったものの、利用者数は昨年と比
べ増加した。

　新型コロナウイルスの影響は依然として大き
く、利用者数は昨年度と同様に、目標を下
回ってしまった。
　一方で、対前年では増加に転じており、リ
ピート利用を推進することで、固定客の回復
が一定程度図られているものと考えられる。
　今後もアンケートなどを活用し利用者の意
見を取り入れ魅力ある主催事業の実施や施
設管理を適切に行うなど、利用者の確保に向
け積極的に取り組むこと。

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

維持管理
業　　　務

　委託業務と併せ職員による清掃や新型
コロナウイルス感染症拡大防止対策のた
めの消毒作業を行うなど、施設の美化活
動や安全対策を徹底し、利用者の快適
性の向上に努めた。
　 浄化槽、電気設備、消防設備、給水施
設等の点検、修理を実施した。
　老朽化した階段やテーブルベンチ等
改修した。
　森林学習展示館内のコンピューターク
イズ「神々の森」の改修及び、雨水等で
壊れた自由広場からの作業道を整備し
利用者の利便性に努めた。

　業務計画書に基づき、施設の維持管理を適
正に実施している。
　今後も、休息に必要な設備や施設の修繕な
ど、快適性向上への取り組みや、遊歩道の点
検、補修、倒木や危険木の撤去など、利用者
の安全確保に向け適切な時期に取り組むこ
と。
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

８　施設所管課による定期評価結果

鳥獣セン
ターにおけ
るボランティ
アとの協働

　鳥獣保護の重要性について普及・啓発
を図るため、野鳥等の保護を行う鳥獣セ
ンターにおけるボランティア及び実習生
受け入れ回数を評価指標とし、目標値を
75回に設定
　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、臨時休館の期間（8/8～9/12）があっ
たものの、社会人の方を安定的にボラン
ティアとして受け入れられたことから、実
績値は１０２回となり、実績が目標を上回
る結果となった。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、学
生の受入回数及び人数は控えられているが、
目標値は達成できている。
　今後も、コロナ渦による社会情勢を勘案しな
がら、より多くの方を受け入れ、興味関心を持
つ方を増やせるように努める。

森林公園の
有料施設の
利用促進

　施設の利用促進を図るため、デイキャ
ンプ場の利用件数を評価指標とし、目標
値を111件に設定
　利用最盛期にコロナ感染拡大の影響を
強く受けたことにより、デイキャンプの利
用件数は54件となり、実績が目標を下回
る結果となった。

令和3年度はハイシーズンとなる8月、9月にコ
ロナ感染拡大に伴う閉園が行われた結果、目
標値を下回る結果となった。今後は施設の
ホームページやチラシ等を活用した広報を推
進するなど、利用促進を図る。

森林セラ
ピーを含む
通年の自然
体験プログ
ラムの提供

　森林・林業の役割等について普及・啓
発を図るため、森林セラピーをはじめとす
る自然体験プログラムの実施回数を評価
指標とし、目標値を19回に設定
　コロナ感染拡大により中止となったイベ
ントも多数あったものの、実施時期の見
直し等により、自然体験プログラム実施
回数は２５回となり、実績が目標を上回る
結果となった。

　新型コロナウイルス感染症の影響が不透明
なことから、実施内容や実施時期の見直す等
により、年度業務計画に定める実施回数を確
保できるよう、柔軟な対応に努める。

施策推進
業務の内容

評価 改善内容
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９　管理体制（組織図）

令和３年４月１日現在

1

1 人

3 人

5 人

1 人

10 人

所長 1

一般職員 2 一般職員 3

会計担当課長

保健休養林課 鳥獣普及推進課

保健休養林課長 1 鳥獣普及推進課長 1

一般職員

非常勤職員

合計

非常勤職員 1

所長

課長
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